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21.浜松湖西豊橋道路の概要 1)位置及び対象区間

岡崎東IC

蒲郡市

●浜松湖西豊橋道路は、東名高速道路三ヶ日JCTと三河港を結び、弓張山地の東側を経過地とする区間

○評価対象区間周辺

湖西市

浜名湖

259

42

23

301

1

151

362

1
豊川市役所

湖西市役所

豊橋市役所

豊橋市

浜松市

新城市

豊川市

新城IC

浜松いなさJCT

浜松西IC

三ヶ日JCT

三ヶ日IC

豊川IC

音羽蒲郡IC

E69三
遠
南
信
自
動
車
道

凡 例

高規格道路

直轄国道

補助国道

主要地方道

開通済み（４車線以上）

事業中

開通済み（４車線以上）

事業中
開通済み（２車線以上）

開通済み（４車線以上）

開通済み（２車線以上）

開通済み（４車線以上）

開通済み（２車線以上）

開通済み（２車線以上）

三河港

浜松湖西豊橋道路

東名高速道路

東
海
環
状
自
動
車
道

愛知県
静岡県

岐阜県

長野県

リニア中央新幹線

三河湾

名古屋港

中部国際空港
セントレア

衣浦港
三河港

23

1

名古屋市
ターミナル駅

岐阜県駅

長野県駅

いいだ

飯田市

三ヶ日JCT

浜松いなさJCT

Ｃ3

Ｅ1

Ｃ2

［広域図］ 凡 例

高速道路等

開通済
事業中

直轄国道

開通済
事業中

その他国道
開通済

舘山寺
スマートIC

三方原
スマートIC

浜松SA
スマートIC

浜松いなさIC

浜松いなさ北IC

都市計画・環境影響評価（愛知県）の対象区間

田原市役所

新城市役所
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R2DID

※三遠地域：浜松市・湖西市・豊川市・豊橋市・田原市

N

■三遠地域の人口

【田原市】
人口:約5.9万人

【湖西市】
人口:約5.8万人

【浜松市】
人口:約79万人

【豊川市】
人口:約18万人

愛知県

静岡県

三遠地域※

■三遠地域は愛知県と静岡県に跨る地域であり、豊橋市（東三河）と浜松市（遠州）を中心に都市部が拡がっている。
■全国平均と比べると、特に50歳以下の世代の人口割合が高い傾向にある。

■三遠地域の年齢別構成

※出典：R2年国勢調査

豊川市役所

湖西市役所

豊橋市役所

浜松市役所

田原市役所

三河港

【豊橋市】
人口:約37万人

1.浜松湖西豊橋道路の概要 2)地域の人口

都市計画・環境影響評価（愛知県）の対象区間

5% 6% 7% 8% 9% 10% 11% 12% 13% 14% 15%

0-9歳

10-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

70-79歳

80歳以上

※出典：R2年国勢調査

50歳以下の各世代の
割合が高い

三遠地域

全国

人口：約150万人
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14.2%

7.6%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

三遠地域 全国

順位 市町村
製造品出荷額等

[億円]
1位 豊田市 138,231 
2位 田原市 16,381 
3位 広島市 16,337
4位 太田市 15,714
5位 池田市 14,625 
6位 西尾市 14,498 
7位 岡崎市 13,398 
8位 いなべ市 12,100 
9位 藤沢市 11,509 
10位 宮若市 10,999 
11位 湖西市 9,983 

■三遠地域は、トヨタ自動車やデンソー、スズキをはじめとする、自動車関連企業が多数立地。
■輸送用機械器具では、全国の中でも田原市は２番目に出荷額が多い。
■全国平均と比べると、当該地域の製造業従事者の割合は高く産業活動が盛ん。

出典：R3工業統計

田原市は
全国2位

■輸送用機械器具の市町村ランキング

■製造業就業者人口の割合

※出典：R2国勢調査

全国値
の約2倍

産業就業者
の割合(%)

三河港
湖西市

浜名湖

259

42

23
301

1

151

362

1

豊川市役所

湖西市役所

豊橋市役所

蒲郡市

豊橋市

浜松市

新城市

東名高速道路
三ヶ日JCT

三ヶ日IC

豊川IC

音羽蒲郡IC
豊川市

新城IC

浜松いなさJCT

浜松西IC

岡崎東IC

E1

スズキ
３年連続 軽四輪乗用車販売台数
全国1位（2020～2022年度）

デンソー

浜名部品工業

ユニバンス
ベルソニカ

スズキ スズキ本社

日本ケイカル

シンフォニアテクノロジー

日東電工

三菱ケミカル

東海理化電機製作所

NJT銅管

シロキ

津田工業豊川工場

【三遠地域の主な製造業】

田原市

メルセデス・ベンツ日本

トヨタ自動車

デンソー

フォルクスワーゲン

アイシン

東京製鐵

製造工場
（敷地面積10ha以上）
※出典：国土数値情報工業用地データ（H21）等

デンソー
自動車部品サプライヤー売上高
世界２位（2022年度）

1.浜松湖西豊橋道路の概要 3)地域の産業

都市計画・環境影響評価（愛知県）の対象区間

《田原市》
製造品
出荷額 輸送用

機械器具
91％

その他
9％

《湖西市》
製造品
出荷額

輸送用
機械器具

64％

その他
36％

出典：R3工業統計出典：R3工業統計

トヨタ自動車
販売台数4年連続世界１位(2023年)

舘山寺
スマートIC

浜松いなさIC

浜松いなさ北IC

GSユアサエナジー
デンソー



51.浜松湖西豊橋道路の概要 4)周辺の交通状況

■三遠地域から見た地域間のつながりでは、東西方向の結びつきが強い。
■大型車の交通量では東西方向の国道23号の交通量が多く、次いで国道1号や高速道路ICへアクセスする国道151号等
の交通量も多い。

■三遠地域と周辺地域のOD（地域間のつながり）

近
畿
方
面

関
東
方
面

三遠地域（内々：2,198千台）

170
千台

206
千台

田原市

豊橋市

豊川市

浜松市

湖西市

42千台
24千台

40千台

82千台

16千台

10万台/日以上

1～10万台/日

道路名

愛知県内

①国道1号

②国道23号

③国道151号

④国道259号

静岡県内

⑤国道1号

⑥国道257号

⑦国道301号

⑧県道65号

⑨県道65号

※出典：平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査
自動車起終点調査（H27現況OD）

都市計画・環境影響評価（愛知県）の対象区間

N

愛知県

静岡県

■周辺の交通量と大型車混入率

東名高速道路E1

三ヶ日JCT

三ヶ日IC

浜松いなさJCT

豊川IC

音羽蒲郡IC

新城IC

岡崎東IC

浜松西IC

浜松IC
遠州豊田
スマートIC

浜松浜北IC

浜松いなさIC

23

151

1

301

257

豊田東JCT

岡崎IC

E69

※出典：令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査

R2DID

5,000台/日～
3,000～5,000台/日
1,000～3,000台/日
～1,000台/日

【大型車交通量】

※R3センサス

上段：24h大型車交通量

下段：大型車混入率(24h)

⑨ 4,756台/日
13.2％

⑤ 12,121台/日
39.6％

⑥ 1,501台/日
9.7％

⑦ 1,842台/日
13.8％

② 16,358台/日
34.3％

① 3,278台/日
13.1％

③ 3,601台/日
16.5％

⑧ 4,754台/日
18.6％

④ 1,633台/日
9.8％

三河港
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1

8

1

4

1

15

1

12

1

31

0 20 40 60

216 

209 

169 

151 

91 

65 

36 

36 

35 

33 

0100200300

名古屋港

東京港

横浜港

神戸港

大阪港

千葉港

博多港

水島港

川崎港

三河港

三河港は、
最も高速アクセス
性が悪い

47
39

69 67

84

37 31
52 53

66

0

20

40

60

80

100

音羽蒲郡IC 豊川IC 三ケ日IC 浜松西IC 浜松IC

1.浜松湖西豊橋道路の概要 5)高速アクセス性

【三河港から高速ICまでの所要時間とバラツキ】

※令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査 非混雑時旅行速度を用いて算出

所
要
時
間
（
分
）

（20㎞） （44㎞） （52㎞）延長

高速ICアクセスにおける所要時間のバラツキが大きい

（40㎞）（22㎞）

混雑時所要時間［分］ 非混雑時所要時間［分］

【主要な港湾からの高速道路アクセス時間】

※所要時間：各港湾の主要ふ頭からの高速ICアクセス時間を令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査非混
雑時旅行速度を用いて算出

※貿易額   ：2022年貿易統計より算出

○港湾の貿易額トップ10

所要時間［分］貿易額［千億円］

○高速道路ICアクセス時間

■三河港と最寄りの高速IC間は20km以上離れており他港と比べて著しく時間を要すため速達性が低く、渋滞等に
より所要時間にバラツキがあり定時性も低い。

■高速ICへのアクセス路線は市街地を通過しており信号交差点における停車等に伴う渋滞により、走行性が低い。

【三河港⇒高速ICアクセスルート】

［地域の声］

• 輸入車の関東方面への輸送は船舶であるが、道路整備によって常時陸送が可能となれば、購入
後の翌日配送などお客様のニーズへの対応が可能となり、顧客満足度の向上が期待できる。

• 高速ICまでトレーラーで概ね30分以内でのアクセスできることを期待する。

• 輸送時間は鮮度、商圏、商品価値に影響する。
• 現状の関東方面への輸送では、渥美半島から約70km離れた浜松ICまで一般道を利
用しており、よく渋滞にも遭遇する。

（県境付近の製造関連企業：ヒアリング結果より）

三河港周辺の
産業集積地

渥美半島の
農業生産地

E1A

E1

E69

渋滞により
定時性が低い

渥美半島の農業生産地の
大部分が高速IC60分圏外

三河港の産業集積地
は高速IC30分圏外

距離 ：22km
所要時間：37分

距離 ：40km
所要時間：59分

距離 ：44km
所要時間：53分

距離 ：52km
所要時間：66分

距離 ：20km
所要時間：31分

（渥美半島の農協関係者：ヒアリング結果より）

【高速IC時間圏】

30分圏
60分圏

高速ICアクセスル-ト

主要渋滞箇所

県境周辺の
産業集積地

湖西市役所
浜松市役所

豊橋市役所

豊川市役所

田原市役所
立体区間（国道23号） 渋滞により

定時性が低い

都市計画・環境影響評価（愛知県）の対象区間

出典） 所要時間、高速道路ICからの時間圏：
令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査 非混雑時旅行速度を用いて算出

※所要時間は、三河港～高速道路ICまでの所要時間



71.浜松湖西豊橋道路の概要 6)防災

■三遠地域の沿岸部は、南海トラフ巨大地震等の災害発生時には、三河港周辺や湖西～浜松の沿岸部では津波
浸水や液状化による被害が想定されている。

■災害発生時の救援・救護活動は、東名高速道路・新東名高速道路を介した広域的な支援が想定されている。
■海上からの支援物資輸送は三河港からの支援が想定されている。

【災害発生時に想定される被害】

災害拠点病院

防災拠点

【くしの歯ルート】

STEP1

STEP2

STEP3

津波浸水域

液状化の危険性の高い地域

出典：中部版 くしの歯作戦（令和5年5月改訂版）

出典：愛知県防災システム-防災マップ（液状化危険度）
 静岡県地理情報システム

至

静
岡

三河港

湖西市

豊橋市

田原市

浜松市

三河港周辺は津波浸水・液状
化の被害が想定

新城市

音羽蒲郡IC

豊川IC

三ヶ日JCT

三ヶ日IC

浜松西IC 浜松IC

浜松浜北IC

浜松SA
ｽﾏｰﾄIC

浜松いなさJCT
浜松いなさIC

新城IC岡崎東IC

岡崎IC

至 名古屋

湖西～浜松周辺は
津波浸水・液状化の被害が想定

E69

海上からの
支援物資輸送

都市計画・環境影響評価（愛知県）の対象区間

道の駅
とよはし

湖西アメニティ
プラザ

新城市民病院

豊川市民病院

豊橋市民病院

浜松医療ｾﾝﾀｰ

聖隷浜松病院

聖隷三方原病院

豊橋総合
スポーツ公園

浜松総合
産業展示場

豊橋公園

新城総合公園

岡崎中央
総合公園

湖西市役所

湖西運動
公園

豊橋医療ｾﾝﾀｰ

浜北総合体育館

静岡県浜松内陸
コンテナー基地指
定保税地域

浜松
⾚⼗字病院

浜松医科大学
医学部付属病院

長篠設楽原PA

浜松SA

アクトシティ浜松

浜松市役所

浜名湖SA

新城PA（下り線）

豊橋市役所

田原市役所

豊川市役所

新城市役所

株式会社アイデックス
物流センター



81.浜松湖西豊橋道路の概要 7)観光

■三遠地域周辺の各観光地域（豊橋・三河湾地域、新城・設楽地域、西北遠地域）間の速達性が低い。
■豊橋・三河湾地域の主要な観光地は他のエリアから60分圏域外の施設が多い。

※渥美半島だよりHP

《プロサーフィン大会》

※浜松まつり公式HP

《浜松まつり》

※観光交流立市がまごおりHP

《エリカカップ》

※新城市HP

《新城ラリー》

都市計画・環境影響評価（愛知県）の対象区間

◼三遠地域周辺の各観光地域の60分圏

音羽蒲郡IC

豊川IC

三ヶ日IC

浜松西IC 浜松IC

遠州豊田PA(スマートIC)

磐田IC

袋井IC

浜松SA(スマートIC)

浜松浜北IC

浜松いなさJCT

浜松いなさ北IC

渋川寺野IC

浜松いなさIC

三ヶ日JCT

新城IC

鳳来峡IC

岡崎東IC

岡崎IC

豊田JCT

豊田東JCT

田原市

豊橋市

豊川市
蒲郡市

幸田町

岡崎市

安城市

高浜市

新城市

湖西市

浜松市 磐田市

愛 知 県

静 岡 県

東栄町

西尾市

豊明市

刈谷市

知立市

豊橋東バイパス

潮見バイパス 浜名バイパス
浜松バイパス

浜名湖

三河湾

三河港

1

473

23

247

248

247

473

151

23

259

259

259

42

1

1
1

301

362

301

257

362

152

257

152

150

150

257

152

362

31
5

31

81

21

21
69

69

31

31

4

2
3

31

73

41

2

28

151

45

61

44

65

61

45

48

65

6249
43

86

42

301

420

257

473

473

362

301

248

1

E1A
E1

E69

362

道の駅 めっくんはうす

道の駅 もっくる新城

舘山寺温泉

東栄IC

浦川IC

佐久間川合IC

水窪IC

新城・設楽
地域

西北遠地域
豊橋・三河湾地域

10～30万人

30～50万人

50万人以上

※●：愛知県の観光地、■：静岡県の観光地

［出典］
令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査
非混雑時旅行速度を用いて算出

【地域の中心観光地※からの60分圏域】

※各地域の中心観光地
豊橋・三河湾地域 ：道の駅 めっくんはうす
西北遠地域          ：舘山寺
新城・設楽地域  ：道の駅 もっくる新城

新城・設楽地域の60分圏域のうち
他の2地域から60分圏外

豊橋・三河湾地域の60分圏域のうち
他の2地域から60分圏外

西北遠地域の60分圏域のうち
他の2地域から60分圏外

複数の観光地からの60分圏域

渥美半島は
奥三河・浜名湖の

観光地からの60分圏外

三方原PA(スマートIC)

新磐田スマートIC

佐久間IC

［出典］
（観光地）
愛知県観光レクリエーション利用者統計

・・・年間10万人以上の観光客数を誇る施設（R4）
浜松市ＨＰ 出世の街浜松みりょく大集合-充実した観光
（時間圏）
令和3年度 全国道路・街路情勢調査 非混雑時旅行速度を用いて算出

【主要観光資源】
自然

歴史・文化

温泉・健康

スポーツ・レクリエーション

都市型観光 買い物・食等

行祭事・イベント

31分

68分

74分



9

80 

119 

54 

68 

87 

123 

61 
74 

58 

0

50

100

150
（件/億台km）

55 

25 

0

20

40

60

80

1.浜松湖西豊橋道路の概要 8)交通事故発生状況

■三遠地域の主な幹線道路では、比較的大型車交通量の多い国道1号の豊橋市街地や国道151号の豊川IC付近にお
いて死傷事故が多発している。

■豊橋市においては、市街地では死傷事故率が市街地外と比べ約２倍と高い。

※出典：ITARDA事故データ（R4）

【大型車利用状況と事故危険箇所】

愛知県・静岡県平均(42件/億台km)以上 愛知県・静岡県平均(42件/億台km)未満

豊川市 豊橋市

至

名
古
屋
市

至

静
岡
市静岡県

247

愛知県

音羽蒲郡IC 京次西 宮下 西八町 大岩町曲松 豊橋東IC 大倉戸IC 篠原IC

豊橋市街地で
死傷事故が突出

【豊橋市街地の死傷事故率】

【国道1号（豊橋市街地）の死傷事故率】

死
傷
事
故
率
（
件/

億
台
キ
ロ
）

愛知県・静岡県平均
(42件/億台km)

※出典：ITARDA事故データ（R4）豊橋市街地 豊橋市街地外

市街地の事故率は

外側の約２倍

※出典：愛知県・静岡県平均：ITARDA事故データ（R1～R4）

浜松いなさIC

新城IC

浜松西IC

三ヶ日JCT

三ヶ日IC

音羽蒲郡IC
豊川IC

三河港

豊橋市

新城市

湖西市

豊川市

１

国道301号の歩車非分離区間

１

国道301号の
歩車非分離区間

都市計画・環境影響評価（愛知県）の対象区間

R2DID

事故危険箇所

5,000台/日～
3,000～5,000台/日
1,000～3,000台/日
～1,000台/日

【大型車交通量】

※R3センサス

【死傷事故発生状況】
死傷事故率が愛知県・
静岡県平均以上の区間

※ITARDA事故データ（R4)
（国道1号・23号・151号・247号・
301号のみ記載）

1

301

247

151

23

1



102.計画段階評価 1)政策目標と課題

5

69

西北遠
地域

豊橋・三河湾
地域

E1AE1

新城・設楽
地域

道の駅めっくんはうす

舘山寺温泉

道の駅もっくる新城

45分

課題①

課題①

物流 速達性、定時性の向上による物流支援

【課題】

①三河港は高速道路IC
から離れていることや、
道路の渋滞等により速
達性が低い

②市街地部等の道路で
は、渋滞等により定時
性が低下

事故 生活交通の安全な走行環境

【課題】

①市街地部での死傷事
故の発生による安全性
の低下

《事故危険箇
所》

三河港周辺の
産業集積地

渥美半島の
農業生産地

三ヶ日JCT

三ヶ日

課題①

《高速道路ICアクセス》

県境周辺の
産業集積地

高速IC30分圏外

課題①課題②

浜松いなさIC

浜松西IC

三ヶ日JCT

三ヶ日IC

音羽蒲郡IC
豊川IC

三河港

浜松市豊橋市

湖西市

豊川市

豊橋市街地
周辺

1

23

1

301

課題①
H27DID

事故危険箇所

5,000台/日～
3,000～5,000台/日
1,000～3,000台/日
～1,000台/日

【大型車交通量】

※H27センサス

《事故危険箇所》

立体区間（国道23号）

【高速IC時間圏】

30分圏
60分圏

高速ICアクセスル-ト

主要渋滞箇所

観光
広域道路ネットワークの構築による
地域間交流の促進

【課題】

①豊橋・三河湾地域と
他の観光地間の連絡
性が低い

《観光地間の連絡》
10～30万人

30～50万人

50万人以上

［入込客数］
155

【主要観光資源】

自然

歴史・文化

温泉・健康

スポーツ・レクリエーション

都市型観光 買い物・食等

行祭事・イベント

浜松IC

浜松西IC

三ヶ日JCT

1

音羽蒲郡IC

三ヶ日IC

浜松いなさIC

浜松浜北IC

新城IC岡崎東IC

岡崎IC

23

1

豊川IC

《東名・新東名や三河港から市街地や広域防災拠点への連絡》
【くしの歯ルート】

STEP1

STEP2

STEP3

津波浸水域

液状化の危険性の高い地域

課題①

課題①

防災拠点

災害拠点病院

防災
災害時の信頼性向上による円滑な救援等活動
及び支援物資輸送

【課題】

①津波浸水や液状化等
により、市街地や防災
拠点へアクセスできず、
円滑な救援等の活動
や支援物資の輸送が
困難となる恐れ

出典：浜松三ヶ日・豊橋道路（仮称）第1回 計画段階評価（H30.12.18）



112.計画段階評価 2)複数案の設定

田原市

豊橋市

豊川市

新城市

浜松市

豊川為当IC

小坂井御津IC

前芝IC

豊川橋南IC

神野新田IC

豊橋港IC

大崎IC

大清水IC

野依IC 七根IC
小松原IC

細谷IC

豊橋東IC

豊川IC

三ヶ日IC

浜名湖

151

弓張山地

N

至 

新
東
名

湖西市豊橋・三河湾地域

新城・設楽地域

西北遠地域

しんしろ したら

とよはし みかわ わん

せ い ほ く え ん

二川市街地

豊橋市街地
とよはし

ふたがわ

三河港
みかわ

三ヶ日JCT
みっかび

はままつ

こさい

とよはし

とよかわ

しんしろ

はまなこ

至 田原地域

た はら

案①西側ルート

案②東側ルート

案③国道23号拡幅ルート

比較ルート帯(案)凡例

重要な植物種
（巨樹・巨木）
重要な植物種
（特定植物集落）
重要な植物種
（天然記念物※植物）
景観資源
（浜名湖等）
物流拠点
防災拠点
観光施設
主要施設（学校）
主要施設（工場）
主要施設（その他）

< 凡 例 >

市街地
標高100m以上の
山地部
津波や河川による
浸水想定区域
液状化の危険性の
高い地域

観光圏域

案② 東側ルート
・80km/hで走行できる自動車専用道路
・市街地を回避しながら、速達性を概ね確保
・構造物延長を極力抑制

[案①]西側ルート：豊橋市街地と二川市街地の中間を通過するルート
[案②]東側ルート：新所原市街地の東側を通過するルート
[案③]国道23号拡幅ルート：新所原市街地の東側を通過し、一部国道23号を拡幅するルート

案① 西側ルート
・80km/hで走行できる自動車専用道路
・三河港と三ヶ日JCTを最も短距離で接続
・市街地の間を通過し生活環境への影響を抑制

案③ 国道23号拡幅ルート
・[新設区間] 80km/hで走行できる自動車専用道路

[拡幅区間] 国道23号を6または8車線に改良した一般道路
・国道23号を活用することで新設区間延長を抑制

高速道路
直轄国道
補助国道
主要地方道
一般県道
市道

東海道新幹線
東海道本線

< 凡 例 >

R3.11.24
第

出典：浜松湖西豊橋道路 第3回 計画段階評価（R3.11.24）



122.計画段階評価 3)複数案の比較

●意見聴取にてルート帯案を考える際に重視すべき事項に基づき比較すると【案① 西側ルート】が最も優位である。

※ 東名高速へのアクセスと新設する自動車専用道路へのアクセスの比較

評価軸 案① 西側ルート 案② 東側ルート 案③ 国道23号拡幅ルート

ルート概要

概要 豊橋市街地と二川市街地の中間を通過するルート 新所原市街地の東側を通過するルート
新所原市街地の東側を通過し、
一部、国道23号を拡幅するルート

延長 約26km 約29km
約31km

（うち国道23号拡幅区間 約14km）

政
策
目
標

速達性、定時性の
向上による物流支援

高速道路へのアクセス性が
向上する

時間短縮が見込まれる
（三河港から東名高速への時間：14分短縮）
（豊橋市役所から高速道路への時間※：5分短縮）
（湖西市役所から高速道路への時間※：29分短縮）

時間短縮が見込まれる
（三河港から東名高速への時間：11分短縮）
（豊橋市役所から高速道路への時間※：短縮なし）
（湖西市役所から高速道路への時間※：29分短縮）

時間短縮が見込まれる
（三河港から東名高速への時間：6分短縮）
（豊橋市役所から高速道路への時間※：短縮なし）
（湖西市役所から高速道路への時間※：29分短縮）

災害時における
円滑な救援等活動
及び支援物資輸送

災害時にも通れる
信頼性が高い道路である

津波浸水域や液状化が想定される地域を回避ま
たは橋梁構造により通過することで、大規模災害
の影響を受けにくい

津波浸水域や液状化が想定される地域を回避ま
たは橋梁構造により通過することで、大規模災害
の影響を受けにくい

津波浸水域や液状化が想定される地域を回避ま
たは橋梁構造により通過することで、大規模災害
の影響を受けにくい

災害時に支援物資等の
輸送に役立つ

防災拠点へのアクセス性向上が見込まれる
（現況よりアクセス性がよくなる防災拠点：8箇所）

防災拠点へのアクセス性向上が見込まれる
（現況よりアクセス性がよくなる防災拠点：7箇所）

防災拠点へのアクセス性向上が見込まれる
（現況よりアクセス性がよくなる防災拠点：5箇所）

広域道路ﾈｯﾄﾜｰｸの
構築による地域間
交流の促進

観光地間の移動
がしやすくなる

沿線地域の主要な観光圏域の相互アクセス性の
向上が見込まれる
（豊橋・三河湾地域と新城・設楽地域の移動時間

：17分短縮）

沿線地域の主要な観光圏域の相互アクセス性向
上が見込まれる
（豊橋・三河湾地域と新城・設楽地域の移動時間

：14分短縮）

沿線地域の主要な観光圏域の相互アクセス性向
上が見込まれる
（豊橋・三河湾地域と新城・設楽地域の移動時間

：9分短縮）

市街地部における
安全な走行環境の

確保

市街地を走る大型車両を
減らせる

現道の幹線道路や市街地からの大型車交通の
削減が期待できる
（ルート帯周辺に立地する製造業の事業所数

：約700箇所）

現道の幹線道路や市街地からの大型車交通の
削減が期待できる
（ルート帯周辺に立地する製造業の事業所数

：約600箇所）

現道の幹線道路や市街地からの大型車交通の
削減が期待できる
（ルート帯周辺に立地する製造業の事業所数

：約300箇所）

配
慮
す
べ
き
事
項

環境への影響

生活環境への影響
（集落・市街地の大気質・騒音）

市街地を概ね回避するため、影響を与える可能性は小
さい

市街地を概ね回避するため、影響を与える可能性は小
さい

市街地を概ね回避し、国道23号を活用するため、影響
を与える可能性が最も小さい

自然環境への影響
（動物、植物、生態系等）

植物の重要な種の生息地等を概ね回避するため、
影響を与える可能性は比較的小さい

植物の重要な種の生息地等を最も回避するため、
影響を与える可能性は小さい

植物の重要な種の生息地等を最も回避するため、
影響を与える可能性は小さい

景観等への影響
（景観等）

景観の保全上重要な箇所を回避するため
影響を与える可能性は小さい

景観の保全上重要な箇所を回避するため
影響を与える可能性は小さい

景観の保全上重要な箇所を回避するため
影響を与える可能性は小さい

工事中の現道交通への影響
新設整備のため、現道交通に影響を与える
可能性は小さい

新設整備のため、現道交通に影響を与える
可能性は小さい

国道23号の拡幅工事により、
交通規制が必要となる場合があるため、
現道交通に与える影響が大きい

経済性への配慮 約3,000億円～3,600億円 約3,100億円～3,700億円 約2,700億円～3,200億円

：意見聴取結果を踏まえた重視すべき事項、配慮すべき事項 ：他の案と比較し優位な事項※ 令和3年6月11日に「道の駅とよはし」の広域防災拠点への追加を受けて評価対象とする防災拠点として新たに追加

出典：浜松湖西豊橋道路 第3回 計画段階評価（R3.11.24）に一部加筆



132.計画段階評価 4)計画段階評価配慮書(1/2)

計画段階
配慮事項

検討対象 【案①】 【案②】 【案③】

自動車の
走行による
大気質
及び騒音

集落・
市街地の
位置

・ルート帯は、学校や病院等の施設及び人口集中地区
（DID）を一部通過するものの概ね回避します。
・このため、学校や病院等の施設及び人口集中地区
（DID）に影響を与える 可能性は比較的小さいと予測
します。
・ルート帯が通過する一部の学校や病院等の施設、人口
集中地区(DID)については、今後の具体的なルートの位
置や道路構造を決定する段階において、できる限り影響
を回避・低減する検討が可能です。

・ルート帯は、学校や病院等の施設及び人口集中地区
（DID）を一部通過するものの概ね回避します。
・このため、学校や病院等の施設及び人口集中地区
（DID）に影響を与える可能性は比較的小さいと予測
します。
・ルート帯が通過する一部の学校や病院等の施設、人口
集中地区(DID)については、今後の具体的なルートの
位置や道路構造を決定する段階において、できる限り影
響を回避・低減する検討が可能です。

・ルート帯は、学校や病院等の施設を一部通過するもの
の概ね回避します。
・このため、学校や病院等の施設に影響を与える可能性
は比較的小さいと予測します。
・ルート帯が通過する一部の学校や病院等の施設につい
ては、今後の具体的なルートの位置や道路構造を決定
する段階において、できる限り影響を回避・低減する検
討が可能です。

影響の程度は、学校や病院等の施設を概ね回避することに加えて、人口集中地区（DID）を回避する案③が案①及び案②と比べて小さいと評価します。

道路の
存在による
地形及び
地質

重要な
地形
及び
地質の
位置

・ルート帯は、重要な地形及び地質を通過します。
・このため、重要な地形及び地質に影響を与える可能性が
あると予測します。
・ルート帯が通過する重要な地形及び地質については、今
後の具体的なルートの位置や道路構造を決定する段階
において、できる限り影響を回避・低減する検討が可能で
す。

・ルート帯は、重要な地形及び地質を通過します。
・このため、重要な地形及び地質に影響を与える可能性
があると予測します。
・ルート帯が通過する重要な地形及び地質については、
今後の具体的なルートの位置や道路構造を決定する段
階において、できる限り影響を回避・低減する検討が可
能です。

・ルート帯は、重要な地形及び地質を通過します。
・このため、重要な地形及び地質に影響を与える可能性
があると予測します。
・ルート帯が通過する重要な地形及び地質については、
今後の具体的なルートの位置や道路構造を決定する段
階において、できる限り影響を回避・低減する検討が可
能です。

いずれの案も、影響の程度は同程度と評価します。

道路の
存在による
動物

重要な
種の
生息地
等

・ルート帯は、既存資料により詳細な位置が特定できた動
物の重要な種の生息地を一部通過するものの概ね回避
します。
・このため、重要な種の生息地に影響を与える可能性は比
較的小さいと予測します。
・ルート帯が通過する一部の生息地については、今後の具
体的なルートの位置や道路構造を決定する段階において、
できる限り影響を回避・低減する検討が可能です。

・ルート帯は、既存資料により詳細な位置が特定できた動
物の重要な種の生息地を回避します。
・このため、動物の重要な種の生息地に影響を与える可
能性は小さいと予測します。

・ルート帯は、既存資料により詳細な位置が特定できた動
物の重要な種の生息地を回避します。
・このため、動物の重要な種の生息地に影響を与える可
能性は小さいと予測します。

影響の程度は、動物の重要な種の生息地を最も回避する案②及び案③が案①と比べて小さいと評価します。

〇具体的なルートの位置や道路構造を決定する段階では、できる限り集落・市街地、重要な地形及び地質、動物や
植物の重要な種、景観の保全上重要な箇所等への影響を回避したルートや構造等を検討し、特に大部分が浜名
湖県立自然公園及び石巻山多米県立自然公園に含まれる弓張山地は、トンネル構造で通過する等により環境へ
の影響について極力回避を図る。

〇その他、各検討対象の回避が困難または、必ずしも十分に影響が低減されないおそれのある場合には、今後の環境
影響評価の中で調査・予測・評価を行い、必要に応じて適切な環境保全措置を検討する。



142.計画段階評価 4)計画段階評価配慮書(2/2)

計画段階
配慮事項

検討対象 【案①】 【案②】 【案③】

道路の
存在による
植物

重要な
種・
群落の
生育地
等

・ルート帯は、既存資料により詳細な位置が特定できた天
然記念物及び巨樹・巨木林を一部通過するものの概ね
回避します。
・このため、天然記念物及び巨樹・巨木林に影響を与える
可能性は比較的小さいと予測します。
・ルート帯が通過する一部の天然記念物及び巨樹・巨木
林については、今後の具体的なルートの位置や道路構造
を決定する段階において、できる限り影響を回避・低減す
る検討が可能です。

・ルート帯は、既存資料により詳細な位置が特定できた巨
樹・巨木林を一部通過するものの概ね回避します。
・このため、巨樹・巨木林に影響を与える可能性は比較
的小さいと予測します。
・ルート帯が通過する一部の巨樹・巨木林については、今
後の具体的なルートの位置や道路構造を決定する段階
において、できる限り影響を回避・低減する検討が可能
です。

・ルート帯は、既存資料により詳細な位置が特定できた巨
樹・巨木林を一部通過するものの概ね回避します。
・このため、巨樹・巨木林に影響を与える可能性は比較
的小さいと予測します。
・ルート帯が通過する一部の巨樹・巨木林については、今
後の具体的なルートの位置や道路構造を決定する段階
において、できる限り影響を回避・低減する検討が可能
です。

いずれの案も、影響の程度は同程度と評価します。

道路の
存在による
生態系

生態系の
保全上
重要で
あって、
まとまって
存在する
自然環境

・ルート帯は、生態系の保全上重要であって、まとまって存
在する自然環境である自然公園及び鳥獣保護区を通過
します。
・このため、これらの自然環境に影響を与える可能性がある
と予測します。
・ルート帯が通過する自然公園及び鳥獣保護区については、
今後の具体的なルートの位置や道路構造を決定する段
階において、できる限り影響を回避・低減する検討が可能
です。

・ルート帯は、生態系の保全上重要であって、まとまって存
在する自然環境である自然公園、鳥獣保護区及び重
要湿地を通過します。
・このため、これらの自然環境に影響を与える可能性があ
ると予測します。
・ルート帯が通過する自然公園、鳥獣保護区及び重要
湿地については、今後の具体的なルートの位置や道路
構造を決定する段階において、できる限り影響を回避・
低減する検討が可能です。

・ルート帯は、生態系の保全上重要であって、まとまって存
在する自然環境である自然公園及び鳥獣保護区を通
過します。
・このため、これらの自然環境に影響を与える可能性があ
ると予測します。
・ルート帯が通過する自然公園及び鳥獣保護区について
は、今後の具体的なルートの位置や道路構造を決定す
る段階において、できる限り影響を回避・低減する検討
が可能です。

いずれの案も、影響の程度は同程度と評価します。

道路の
存在に
よる景観

景観の
保全上
重要な
箇所

・ルート帯は景観資源及び主要な眺望点を一部通過する
ものの概ね回避します。
・このため、景観に影響を与える可能性は比較的小さいと
予測します。
・ルート帯が通過する一部の主要な眺望点等については、
今後の具体的なルートの位置や道路構造を決定する段
階において、できる限り影響を回避・低減する検討が可能
です。

・ルート帯は景観資源及び主要な眺望点を回避します。
・このため、景観に影響を与える可能性は小さいと予測し
ます。

・ルート帯は景観資源及び主要な眺望点を回避します。
・このため、景観に影響を与える可能性は小さいと予測し
ます。

影響の程度は、景観資源及び主要な眺望点を最も回避する案②及び案③が案①と比べて小さいと評価します。



152.計画段階評価 5)対応方針の決定

湖西市

田原市

豊橋市

豊川市

新城市

浜松市

豊川為当IC

小坂井御津IC

前芝IC

豊川橋南IC

神野新田IC

豊橋港IC

大崎IC

大清水IC

野依IC 七根IC
小松原IC

細谷IC

豊橋東IC

豊川IC

三ヶ日IC

浜名湖

151

三ヶ日JCT

三河港

弓張山地

N

至 新東名

案① 西側ルート
・80km/hで走行できる自動車専用道路
・三河港と三ヶ日JCTを最も短距離で接続
・市街地の間を通過し生活環境への影響を抑制

湖西市
こさい

豊橋市
とよはし

豊川市
とよかわ

新城市
しんしろ

田原市
た はら

至 田原地域

●三河港から高速道路ネットワークへの速達性に最も優れ、防災拠点へのアクセス性向上、観光圏域間の移動性向上、現道から
の大型車交通の削減が最も期待できる【案① 西側ルート】とする。

●インターチェンジ配置については、産業拠点とのアクセス性を考慮するとともに、市街地や防災拠点とのアクセス性にも配慮した配置
案とする。

豊橋公園

豊橋医療センター

豊橋市民病院

豊橋総合
スポーツ公園

湖西市役所

はまなこ

重要な植物種
（巨樹・巨木）
重要な植物種
（特定植物集落）
重要な植物種
（天然記念物※植物）
景観資源
（浜名湖等）
物流拠点
防災拠点
観光施設
主要施設（学校）
主要施設（工場）
主要施設（その他）

< 凡 例 >

市街地
標高100m以上の
山地部
津波や河川による
浸水想定区域
液状化の危険性の
高い地域

豊橋市街地
とよはし

県境付近の産業拠点

浜松市
はままつ

湖西アメニティプラザ

湖西運動公園

二川市街地
ふたがわ

三ヶ日市街地
みっかび

高速道路
直轄国道
補助国道
主要地方道
一般県道
市道

東海道新幹線
東海道本線

< 凡 例 >

比較ルート帯(案)凡例

：案① 西側ルート

：IC検討位置

※IC形状（ﾌﾙ・ﾊｰﾌ等）を

示すものではない

出典：浜松湖西豊橋道路 第3回 計画段階評価（R3.11.24）



162.計画段階評価 6)配慮書以降方法書までの検討経緯

○令和4年3月15日の国交大臣意見をもって、計画段階環境配慮書の手続が完了。
○令和5年11月20日の中部地方小委員会において、複雑な構造が想定される一部の接続の検討
範囲を広げることを決定した。

高速道路
直轄国道
補助国道
主要地方道
一般県道
市道

東海道新幹線
東海道本線

< 凡 例 >

重要な植物種
（巨樹・巨木）
重要な植物種
（特定植物集落）
重要な植物種
（天然記念物※植物）
景観資源（水域）
景観資源
眺望点
物流拠点
防災拠点
観光施設
主要施設（学校）
主要施設（工場）
主要施設（その他）

< 凡 例 >

市街地
標高100m以上の
山地部
津波や河川による
浸水想定区域
液状化の危険性の
高い地域

比較ルート帯(案)凡例

：案① 西側ルート

：IC検討位置

出典：社会資本整備審議会道路分科会 令和5年度第1回中部地方小委員会（R5.11.20）



173.専門部会の進め方 1)都市計画と環境影響評価の流れ

■ 浜松湖西豊橋道路の「都市計画案の作成」に当たっては、「円滑な都市活動の確保」「適切な規模、必要な位置での配置」

「環境・景観への配慮」等についての総合的な検討を進めてまいります。

■ このうち、「環境・景観への配慮」に関しては、環境影響評価を実施し、環境の保全についての配慮が適切に「都市計画の案」に

反映されるよう進めてまいります。

■ 専門部会では、この「都市計画案の作成」と「環境影響評価」を一体的に調査審議してまいります。

都

市

計

画

審

議

会

基
本
方
針
案
作
成

基
本
方
針
案
縦
覧

都
市
計
画
案
作
成

都
市
計
画
案
公
告
・
縦
覧

意
見
書
要
旨
作
成

都
市
計
画
決
定
告
示

方
法
書
作
成

方
法
書
公
告
・
縦
覧

準
備
書
作
成

準
備
書
公
告
・
縦
覧

評
価
書
作
成

評
価
書
公
告
・
縦
覧

配
慮
書
作
成

配
慮
書
公
表

同
時

同
時

都
市
計
画
決
定
の
流
れ

環
境
影
響
評
価
の
流
れ

都市計画決定権者（県）の実施国の実施

同
時

R３.12.24

R４.８.４

引継
（県へ）

計
画
段
階
評
価
（
直
轄
事
業
）

対
応
方
針
の
決
定



183.専門部会の進め方 2)専門部会の進め方

都

市

計

画

審

議

会

基
本
方
針
案
作
成

基
本
方
針
案
の

縦
覧
・
説
明
会
等

都
市
計
画
案
作
成

都
市
計
画
案
の
縦
覧

都
市
計
画
決
定
告
示

方
法
書
作
成

方
法
書
の
縦
覧
・
説
明
会

準
備
書
作
成

準
備
書
の
縦
覧
・
説
明
会

評
価
書
作
成

評
価
書
公
告
・
縦
覧

同
時

都
市
計
画
決
定
の
流
れ

環
境
影
響
評
価
の
流
れ

同
時

基
本
方
針
の
決
定

環
境
影
響
評
価

の
方
法
の
決
定

意
見
概
要
作
成

意
見
書
受
付

環
境
調
査
予
測
評
価

環
境
知
事
意
見

同
時

部
会
①

部
会

部
会

部
会

部
会

部
会

部
会

意
見
概
要
作
成

意
見
書
受
付

環
境
知
事
意
見

意
見
概
要
作
成

意
見
書
受
付

説
明
会
等

本日

基本方針
方法書

都市計画案
準備書

都市計画決定手続
評価書

■ 方法書の作成では、「基本方針案」「方法書」の作成段階で２回調査審議していただきます。そして、縦覧、意見書受付、
環境知事意見などの手続を経て、第３回専門部会において「基本方針」「環境影響評価の方法」をとりまとめます。

■ その後、環境影響評価に関する調査、予測、評価を実施し、「都市計画案」と「準備書」を作成します。

■  「都市計画案」「準備書」の段階では３回程度の専門部会の開催を予定しており、「評価書」の段階でも同程度の専門
部会の開催を予定しています。

部
会
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